
令和７年度　幼保連携型認定こども園めばえ　保護者アンケート結果
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1 4 8 4 1 1 0 3.7

2 6 4 6 1 1 0 3.7

3 6 10 1 0 1 0 4.1

4 4 7 6 1 0 0 3.8

5 10 5 1 1 1 0 4.2

6 7 8 2 0 1 0 4.1

7 7 8 0 3 0 0 4.1

8 7 8 1 0 2 0 4.0

9 6 3 6 2 1 0 3.6

10 6 6 5 0 1 0 3.9

11 6 9 1 2 0 0 4.1

12 6 7 4 0 1 0 3.9

13 5 8 3 1 1 0 3.8

14 5 9 2 1 1 0 3.9

15 4 11 0 2 1 0 3.8

16 5 11 0 0 2 0 3.9

17 5 9 2 0 2 0 3.8

18 3 9 1 3 1 1 3.6

19 6 10 0 1 1 0 4.1

20 6 8 0 0 2 2 4.0

21 6 7 0 2 1 2 3.9

22 2 10 2 1 1 2 3.7

23 4 5 4 2 1 2 3.6

24 6 8 0 0 2 2 4.0園全体として、安心して子どもを預けられると感じる

子どもが楽しんで活動に取り組んでいる様子が伝わ

る

当園が大切にしている「子どもの主体性を尊重する

保育」について理解している

子どもが安心して過ごせる環境が整っていると感じる

園庭・保育室・遊具などが子どもの発達に適してい

ると感じる
日々の遊びや活動が、子どもの興味・関心を大切に

していると感じる
ドキワクフェスティバルやキラキラウィークなどの行事

が、子どもの主体性を尊重していた内容になっていた
行事のための練習ではなく、日々の育ちが自然に表

れていたと感じる

75.0%

行事は“成果の発表”ではなく“日々の育ちの延長”

であるという園の考え方を理解している
園での個人情報の取り扱いがてきせつに管理されて

いると感じる
写真・動画・園だより等での情報公開について説明

が分かりやすい
園内の環境(清潔さ・安全性・雰囲気)に満足して

いる

質　　　　　　　　問

園の取り組みや方針が保護者に伝わりやすいと感じ

る

園での活動内容について、家庭にわかりやすく伝えら

れている
絵本・制作・運動・自然遊びなど、バランスよく経験

できている
子どもの成長や変化を感じられる保育内容だと感じ

る

担任・職員間の連携がとれていると感じる

子どもの様子をわかりやすく伝えてくれる

園の安全対策(避難訓練・施錠・衛生管理など)が

適切に行われている

事故や怪我があった際の説明や対応が丁寧である

園からの連絡(お便り・アプリ・掲示など)が分かりやす

い

職員の挨拶や対応が丁寧で安心できる

子どもの気持ちに寄り添った関わりができていると感じ

る

相談や質問に対して、丁寧に対応してくれる



1 当園が大切にしている「子どもの主体性を尊重する保育」について理解している

・ 初めは戸惑うこともあったが、段々と理解できた

・ 理解はしているつもりだが、しないといけない時は主体性を重んじながらそのことをさせて欲しい

園長コメント： 主体性の保育は、初めて触れる方にとって戸惑いがあるのは自然なことです。

「自分で選ぶ」「自分で考える」「自分の気持ちを言う」という力は、すぐに目に見える成果とし

て現れにくい一方で、子どもが将来、自分の人生を主体的に歩むための土台となる大切な力

です。

2 行事は“成果の発表”ではなく“日々の育ちの延長”であるという園の考え方を理解している

・ 保育園外の学校等でもそうあって欲しいと感じる

・ 日々の育ちの延長の中でもみんなで協力してできた。上手くできた、できなかった等、みんな(保護者)の前

で発表することで、緊張や達成感、いろんなことを感じることができると思う。

一つの目標に向けて協力することも大事だと思う

・ 成果の発表の場があってもいいと思うし、一つくらいはあった方が小学生になった時にも役立つかなと思います。

入学してすぐに運動会（成果の発表）もあります。

ドキワクフェスティバルは、ちょろちょろ走り回ったい未満児を午後の終了時間までコートの中に入らないように

過ごさせるのはとても大変だったので、来年度は対応を考えていただけるとありがたいです。

園長コメント： 「成果の発表もあってほしい」「達成感を味わってほしい」というお気持ちは、私たちもよく理解

しています。

一方で、登園が大切にしているのは、できる、できないの成果よりも、そこに至るまでの過程、

子ども自身の「やってみたい」という気持ち、挑戦、工夫、対話、協力のプロセスです。行事は

ゴールではなく、子どもたちの育ちの“通過点”と考えています。

但し、「協力する経験」「人前で表現する経験」も大切な学びであるという保護者の声も真摯

に受け止めています。今後は主体性を大切にしながらも、子どもたちが達成感を味わえる機会、

保護者・祖父母の皆様が成長を感じられる場の両立を検討してまいります。

5 職員のあいさつや対応が丁寧で安心できる

・ 保護者によって態度に差がある職員がいると感じる。自分の子どももあまりかわいがられていないのかなと

思っています。

9 ドキワクフェスティバルやキラキラウィークなどの行事が、子どもの主体性を尊重していた内容になっていた

・ 楽しんでいるのが伝わった

・ 一人ひとりの子どもに対してそうかとは思えないところがあった

・ 子どもたちがやりたい事をやっていたとは思う。その中でも、メリハリをつけた方がいいと思った。

園長コメント： 楽しんでいる様子を感じていただけたこと、嬉しく思います。一方で、「一人ひとりの主体性が

見えにくい」「メリハリが必要」というご意見も真摯に受け止めています。

主体性を大切にする行事は、子どもが自分で選び、動き、試し、失敗し、また挑戦する“過程”

そのものが学びです。しかし、その“過程”が保護者に見えにくいこともあります。来年度は、活動

の流れ、子どもの選択の場面、取り組みの背景をより分かりやすく伝えられるよう改善していきま

す。

【自由記述】



11 子どもが楽しんで活動に取り組んでいる様子が伝わる

・ 色々と話してくれるのでそう思う

園長コメント： ご家庭でたくさん話してくれているとのこと、本当にうれしく思います。

子どもが「話したくなる」というのは、自分で選び、主体的に取り組んだ証です。行事は結果で

はなく、その日の気持ち、工夫、挑戦の積み重ねが大切です。これからも、子どもが心から楽し

み、「今日もやってみたい！」と思える環境づくりを続けていきます。

14 子どもの成長や変化を感じられる保育内容だと感じる

・ 成長を感じていたのは主体性ではない今までの保育内容だを思うが、主体性は自分の主張ができるように

なったとは感じる

園長コメント： 「主体性の保育によって、自分の主張ができるようになった」という変化を感じていただけたこと

を嬉しく思います。

従来の行事では“できるようになった姿”が見えやすい一方、主体性の保育では「自分で選ぶ」

「自分の気持ちを言う」「挑戦する」といった内面的な成長が中心になります。行事も同じで、

結果よりも、そこに至るまでの“過程”の中にこそ育ちがあります。どう感じたか、どう工夫したか、

どう乗り越えたか、その一つ一つが子どもの「生きる力」につながっています。

これからも、目に見える成長と見えにくいけれど確かな成長の両方を大切にしていきます。

15

・ みなさん親切です

園長コメント： 「親切です」というお言葉ありがとうございます。

職員の励みになります。今後も丁寧な対応を心がけてまいります。

16 子どもの気持ちに寄り添った関わりができていると感じる

・ 何か問題が発生した際もしっかり見守ってくれている

・ 寄り添い過ぎて周りが見えていない時があると思う時があった

園長コメント： 見守りの姿勢を評価していただきありがとうございます。

一方で「寄り添い過ぎて周りが見えていない時がある」というご指摘は、保育の質を高めるうえ

で非常に重要です。寄り添いとは、甘やかすことでも、過度に介入することでもないという原点

に立ち返り、職員間で再確認していきます。

17

・ 一方通行のことがある

園長コメント： 「一方通行になることがある」というご意見、真摯に受け止めます。

保護者の声を“聴く”姿勢をより大切にし、双方向のコミュニケーションを意識して改善します。

18

・ 時々同じ内容の説明や電話を何回かすることがある

園長コメント： 同じ内容の連絡が重複するなど、ご負担をおかけした点についてお詫び申し上げます。

職員間の情報共有の方法を見直し、「誰が・何を・どこまで伝えたか」を明確にする仕組みを

改善します。

担任・職員間の連携がとれていると感じる

相談や質問に対して、丁寧に対応してくれる

職員の挨拶や対応が丁寧で安心できる



21 事故や怪我があった際の説明や対応が丁寧である

・ 内容(ケガ)によっては、遅い時があった

園長コメント： 対応が遅れたケースがあったとのこと、大変申し訳ありません。

安全管理は園運営の最優先事項です。今後は、迅速な連絡、状況の正確な説明・再発

防止の共有を徹底します。

23 園の取り組みや方針が保護者に伝わりやすいと感じる

・ 理解される方もいる中で、まだ疑問を抱えている保護者もいると感じる

園長コメント： 理念や方針は、どうしても抽象的になりがちで、「理解できる方と、疑問を持つ方がいる」という

ご意見はその通りだと思います。

今後は、具体例を交えた説明・写真や動画での可視化・保護者会での対話の時間など、

伝え方を改善していきます。

24 園全体として、安心して子どもを預けられると感じる

・ 個人としてはとても安心できた日々を送れました

園長コメント： 「安心できた」というお言葉は、園にとって何よりの励みです。

これからも、子どもが伸び伸びと過ごし、保護者が安心できる園づくりを続けてまいります。

園へのご意見・ご要望、行事を通して感じたことなどをご記入ください

・ 運動会、発表会などは、祖父母も楽しみにしている行事の一つだと思うので、あった方がいいと思う。

・ 子どもが毎日、とても伸び伸びと過ごせているのが、夕方お迎えに行った時の表情からよく伝わってきます。

いつもありがとうございます。

・ お遊戯会はあった方がいいなと思いました。

・ 運動会や祭りなど、みんなの輪を感じる行事をしてほしい。

【最後に】

行事に関するご意見、主体性の保育への期待と不安、職員への温かい言葉、改善点へのご指摘、どれも

登園の保育をよりよくするための大切な声です。

登園の理念は、「子どもが自分の人生の主人公として歩む力を育てる」ことですが、その実現には、保護者

の皆さまとの対話と協働が欠かせません。

これからも、皆さまの声を真摯に受け止め、より良い園づくりに努めてまいります。



18
24

5 4 3 2 1 0

4 8 4 1 1 0 18 67

6 4 6 1 1 0 18 67

6 10 1 0 1 0 18 74

4 7 6 1 0 0 18 68

10 5 1 1 1 0 18 76

7 8 2 0 1 0 18 74

7 8 0 3 0 0 18 73

7 8 1 0 2 0 18 72

6 3 6 2 1 0 18 65

6 6 5 0 1 0 18 70

6 9 1 2 0 0 18 73

6 7 4 0 1 0 18 71

5 8 3 1 1 0 18 69

5 9 2 1 1 0 18 70

4 11 0 2 1 0 18 69

5 11 0 0 2 0 18 71

5 9 2 0 2 0 18 69

3 9 1 3 1 1 17 61

6 10 0 1 1 0 18 73

6 8 0 0 2 2 16 64

6 7 0 2 1 2 16 63

2 10 2 1 1 2 16 59

4 5 4 2 1 2 16 57

6 8 0 0 2 2 16 64


